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地形・地質が地震による斜面崩壊の危険度に与える影響について

Topographical and geological effects on susceptibility of earthquake
induced landslides
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中山間地域を震源とする大地震は、土石流や天然ダム等により、人命の損失や、家屋、公共土木
施設等に甚大な被害を及ぼすことがある。これらの現象は山地斜面の崩壊に起因して発生するた
め、崩壊の分布や発生場の特徴等を解明していくことは、地震による崩壊のメカニズムを明らか
にするために重要である。そのためには、素因である地形・地質条件、並びに誘因である地震力
の両者を定量的に評価する必要がある。
本研究では、中山間地を強震域とする２つの地震（2000年鳥取県西部地震、2004年新潟県中越
地震）について、崩壊地分布図から断層距離毎の崩壊面積率を計算し、斜面勾配や岩質の影響が
崩壊面積率に与える影響を分析した。その結果、斜面勾配が急になるに従い、崩壊面積率が増加
する割合は、断層距離、岩質によらず、ほぼ同じであった。また、岩質が崩壊面積率に与える影
響は勾配によって異なることがわかった。
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